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1
 
北
東
ア
ジ
ア
 

　
　
農
政
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

 　
2
0
0
3
年
に
農
林
水
産
政
策
研
究
所

（
P
R
I
M
A
F
F
）、
中
国
農
業
科
学
院
農

業
経
済
発
展
研
究
所
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ｄ
/
Ｃ
Ａ
Ａ

Ｓ
）、
韓
国
農
村
経
済
研
究
院
（
Ｋ
Ｒ
Ｅ
Ｉ
）
の

３
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
「
北
東
ア
ジ
ア

農
政
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
日
中
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
は
、
今
回
６

回
目
を
迎
え
、
去
る
平
成
21
年
3
月
4
日
に

農
林
水
産
政
策
研
究
所
に
て
開
催
さ
れ
た
。

本
来
、
第
６
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
昨
年
の

６
月
４
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

中
国
の
四
川
省
で
発
生
し
た
大
地
震
の
た
め
、

延
期
さ
れ
今
回
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
今

回
の
議
題
は
、
３
カ
国
で
共
通
の
課
題
で
あ

る
「
農
村
地
域
振
興
と
農
業
」
と
近
年
の
国
際

的
な
食
料
需
給
状
況
の
動
向
を
踏
ま
え
て
「
国

際
農
産
物
需
給
状
況
」
を
取
り
上
げ
た
。 

 

2
　
日
中
韓
研
究
所
長
会
議
 

 　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
直
前
に
開
催
さ
れ
た
３

研
究
所
の
所
長
会
議
で
は
、
今
後
の
研
究
交

流
の
あ
り
か
た
や
次
期
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関

し
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
で
、

食
料
需
給
モ
デ
ル
を
用
い
た
国
際
市
場
の
見

通
し
に
関
し
、
欧
米
諸
国
や
国
際
機
関
で
行

わ
れ
て
い
る
計
量
モ
デ
ル
で
は
、
コ
メ
の
扱

い
等
ア
ジ
ア
の
特
徴
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
点
も
踏
ま
え
、
ア
ジ
ア
の
事

情
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
モ
デ
ル
の
改
良
・

開
発
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
意
見
の
一
致
を

み
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
分
野
で
の
研
究

協
力
関
係
を
進
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
も
合

意
し
た
。
次
回
の
会
合
に
関
し
て
は
、
２
０

１
０
年
の
５
月
に
韓
国
で
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
 

 

3
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
 

 

議
題
１
「
農
村
地
域
振
興
と
農
業
」
に

関
す
る
研
究
発
表
 

　
議
題
１
の
「
農
村
地
域
振
興
と
農
業
」
に

関
し
て
、
中
国
の
李
先
　
研
究
員
か
ら
「
中

国
に
お
け
る
農
業
と
農
村
の
振
興
」
と
題
し

た
発
表
が
行
わ
れ
た
。
李
研
究
員
の
発
表
は
、

主
と
し
て
中
国
農
業
の
現
状
を
包
括
的
に
概

観
し
、
最
近
の
農
業
の
振
興
施
策
を
中
心
に

報
告
が
行
わ
れ
た（
農
村
振
興
の
た
め
の
施

策
や
取
組
に
関
す
る
証
明
は
な
か
っ
た
）。 

　
李
研
究
員
に
よ
る
と
、
中
国
で
は
２
０
０

０
年
に
農
業
が
経
済
全
体
に
占
め
る
割
合
は

15
%
で
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
経
済
成

長
で
2
0
0
7
年
に
は
11
％
に
ま
で
低
下
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
労
働
力
に
占
め
る
比
重

は
依
然
と
し
て
40
%
を
越
え
る
水
準
で
あ
り
、

更
に
は
１
戸
当
た
り
の
平
均
耕
地
面
積
が
0
・

6
ha
と
い
う
小
規
模
生
産
で
あ
る
た
め
、
中

国
に
お
け
る
農
業
の
生
産
性
の
低
さ
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
。
中
国
国
内
の
農
業
生
産
に

関
し
て
は
、
穀
物
の
生
産
と
安
定
的
な
国
内

供
給
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
生
産
の

推
移
に
関
し
て
は
、
90
年
代
後
半
に
豊
作
が

続
い
た
が
、
そ
の
後
は
供
給
過
剰
に
よ
る
価

格
下
落
を
受
け
て
生
産
は
減
少
し
、
２
０
０

３
年
に
は
供
給
が
逼
迫
し
て
価
格
が
上
昇
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
中
国
政
府
は

穀
物
生
産
奨
励
対
策
を
講
じ
、
そ
れ
以
降
増

加
傾
向
で
推
移
し
て
き
て
い
る
。
貿
易
に
関

し
て
は
、
２
０
０
４
年
に
史
上
は
じ
め
て
農

産
物
の
輸
入
国
と
な
っ
て
以
来
、
農
産
物
貿

易
の
赤
字
は
継
続
し
て
い
る
。
主
な
輸
入
品

目
と
し
て
は
、
大
豆
・
大
豆
油
・
パ
ー
ム
油
、

綿
、
砂
糖
、
畜
肉
・
鶏
肉
製
品
な
ど
で
あ
る
。

今
後
の
中
国
農
業
の
課
題
と
し
て
、
２
０
０

７
年
に
は
農
村
を
１
と
し
た
場
合
に
3
・
3

に
も
拡
大
し
た
都
市
と
農
村
の
所
得
格
差
、

農
業
に
投
入
さ
れ
る
財
政
資
金
や
農
業
部
門

へ
の
信
用
供
与
の
制
約
、
大
豆
に
み
ら
れ
る

よ
う
な
大
量
輸
入
に
よ
る
国
内
農
業
の
圧
迫



パネリストをまじえての活発な討議 

な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
政
策
的
な
対

応
措
置
と
し
て
、
農
業
へ
の
課
税
の
撤
廃
、

農
業
者
所
得
の
支
援
策
（
穀
物
生
産
者
へ
の

直
接
支
給
、
農
業
機
械
や
資
材
の
購
入
へ
の

補
助
金
、
試
験
的
な
保
険
の
導
入
な
ど
）
、

コ
メ
や
小
麦
の
最
低
購
入
価
格
制
度
、
農
業

投
資
支
援
策
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
W
T
O
の
加
入
に
よ
り
、
関
税
率

は
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

 　
韓
国
の
成
研
究
員
よ
り
、「
韓
国
の
農
村
地

域
と
農
村
政
策
」
と
い
う
題
で
報
告
が
行
わ

れ
た
。
韓
国
の
農
村
も
高
齢
化
や
人
口
の
流

出
に
よ
り
存
続
す
ら
危
う
く
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
な
地
域
が
多
く
出
て
き
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
、
従
来
か
ら
行

わ
れ
て
き
た
農
業
振
興
を
通
じ
た
農
村
地
域

振
興
施
策
で
は
な
く
、
農
業
に
あ
ま
り
依
存

し
な
い
対
策
も
場
合
に
よ
っ
て
は
必
要
に
な

っ
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
伝
統
的
な
セ
マ
ウ

ル
運
動
の
よ
う
な
村
単
位
の
施
策
で
な
く
、

複
数
の
村
や
市
を
も
包
括
し
た
広
域
の
地
域

全
体
を
活
性
化
す
る
よ
う
な
取
組
が
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。
更

に
、
地
域
に
よ
っ
て
直
面
す
る
問
題
や
そ
の

背
景
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
全
国
で
一
律

的
な
農
村
地
域
振
興
策
で
は
な
く
、
地
域
の

実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
も
考
慮
す
る
べ
き
で

あ
る
と
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
地
域
の

伝
統
食
品
や
特
色
を
生
か
し
た
取
組
や
、
農

村
の
景
観
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
る
振
興
策

の
事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。
 

 　
日
本
の
鈴
村
研
究
員
か
ら
は
、
「
日
本
に

お
け
る
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
教
育

旅
行
」
と
い
う
題
目
で
、
農
村
振
興
と
教
育

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
体
験
教
育

旅
行
に
関
す
る
事
例
紹
介
と
そ
の
農
村
地
域

へ
の
経
済
的
・
社
会
的
波
及
効
果
や
今
後
の

課
題
、
展
望
等
に
関
す
る
研
究
が
紹
介
さ
れ

た
。（
発
表
の
詳
細
は
本
誌
別
稿
に
て
紹
介
） 

 

議
題
１
に
関
す
る
パ
ネ
ル
討
議
 

　
発
表
後
に
は
パ
ネ
ル
討
議
が
開
か
れ
、
質

疑
応
答
や
追
加
的
説
明
な
ど
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
。
 

●
中
国
の
農
村
地
域
は
、
労
働
力
が
農
村
か

ら
流
出
し
た
た
め
、
農
家
の
構
成
員
の
大

半
が
老
人
や
女
性
で
あ
る
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
都
市
と
農
村
の
格
差
も
所

得
格
差
以
上
に
イ
ン
フ
ラ
や
栄
養
水
準
と

い
っ
た
格
差
も
大
き
い
た
め
、
総
合
的
な

生
活
水
準
の
格
差
は
か
な
り
存
在
す
る
と

の
追
加
説
明
が
な
さ
れ
た
。
 

●
李
研
究
員
の
発
表
で
紹
介
さ
れ
た
中
国
の

農
産
物
関
税
大
幅
引
き
下
げ
は
、
W
T
O

加
盟
に
基
づ
く
国
際
的
な
約
束
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 

●
中
国
側
よ
り
、
日
本
の
体
験
教
育
学
習
の

よ
う
な
制
度
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
農

家
と
学
校
を
仲
介
す
る
機
関
が
不
可
欠
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
取
組
に
よ
る
全
体
の
経
済
波
及
効
果
を

将
来
的
に
は
推
計
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

希
望
も
出
さ
れ
た
。
 

●
政
策
研
の
中
村
研
究
員
よ
り
、
農
村
振
興

策
の
ハ
ー
ド
面
で
の
取
組
と
し
て
日
本
で

は
公
共
投
資
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
今
ま
で
整

備
さ
れ
て
き
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
が
最
近
の
課

題
と
さ
れ
て
お
り
、
効
率
的
な
更
新
手
法

の
研
究
開
発
や
2
0
0
7
年
よ
り
地
域
で

の
取
組
で
対
処
す
る
「
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
」
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
で
は
農
家
の

兼
業
化
が
進
ん
だ
結
果
、
都
市
と
農
村
の

所
得
格
差
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
が
、
中

山
間
地
域
の
活
性
化
や
保
全
に
つ
い
て
は

各
種
対
策
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

今
後
も
課
題
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ

た
。
 

●
韓
国
側
よ
り
、
韓
国
の
農
村
の
問
題
は
農

家
１
戸
当
た
り
の
人
数
が
日
本
や
中
国
よ

り
少
な
く
、
非
農
業
従
事
者
は
都
市
に
移

動
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
参
加
国
の
農
村

は
類
似
点
が
多
い
が
こ
の
点
が
日
本
と
中

国
と
異
な
る
と
の
追
加
説
明
が
行
わ
れ
た
。
 

 

議
題
2
「
国
際
農
産
物
需
給
状
況
」
に

関
す
る
研
究
発
表
 

　
政
策
研
の
古
橋
研
究
員
よ
り
、
最
近
発
表

さ
れ
た
「
2
0
1
8
年
に
お
け
る
世
界
の
食

料
需
給
見
通
し
」
に
つ
い
て
の
発
表
が
行
わ

れ
た
。
冒
頭
、
こ
れ
ま
で
農
林
水
産
省
が
使

用
し
て
き
た
モ
デ
ル
を
も
と
に
、
最
近
の
国

際
農
産
物
市
場
の
実
情
を
踏
ま
え
、
抜
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
新
た
に
「
世
界
食
料
需

給
モ
デ
ル（
以
下
、
食
料
需
給
モ
デ
ル
）」
を
開

発
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
特
徴

と
し
て
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。
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①
　
食
料
の
輸
入
国
の
立
場
に
立
ち
、
日
本

と
同
様
に
食
料
輸
入
国
で
あ
る
ア
ジ
ア
地

域
に
重
点
を
置
い
て
、
農
林
水
産
政
策
研

究
所
が
独
自
に
収
集
し
て
き
た
デ
ー
タ
や

情
報
も
活
用
し
た
。
 

②
　
バ
イ
オ
燃
料
需
要
が
食
料
需
給
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
由
来
の
エ
タ
ノ
ー
ル
を
外
生
値

と
し
て
モ
デ
ル
に
反
映
さ
せ
、
農
林
水
産

政
策
研
究
所
に
よ
る
最
新
の
研
究
成
果
を

活
用
し
た
予
測
を
実
施
し
た
。
 

③
　
対
象
と
な
る
農
産
物
は
、合
計
20
品
目
で
、

耕
種
作
物
６
品
目
（
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

そ
の
他
粗
粒
穀
物
、
コ
メ
、
大
豆
、
そ
の
他

油
糧
種
子
）、
食
肉
・
鶏
卵
５
品
目
（
牛
肉
、

豚
肉
、
鶏
肉
、
羊
肉
、
鶏
卵
）、
生
乳
・
乳

製
品
５
品
目
、
耕
種
作
物
加
工
品
４
品
目
。
 

④
　
基
準
年
は
2
0
0
6
年
（
2
0
0
5
―

０
７

年
の
平
均
値
）、
目
標
年
は
2
0
1
8
年
と

し
た
。
 

⑤
　
世
界
全
体
を
対
象
と
し
て
、
地
理
的
地

域
分
類
と
し
て
北
米
、
中
南
米
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
ア
ジ
ア
、
中
東
、
欧
州
、
ア
フ
リ
カ
、

そ
の
他
の
地
域
の
８
地
域
と
し
て
い
る
。
 

⑥
　
パ
ラ
メ
ー
タ
・
弾
性
値
等
は
、
各
国
・
地

域
の
公
式
統
計
を
基
礎
に
推
定
を
行
っ
た
。
 

 　
そ
し
て
、
食
料
需
給
モ
デ
ル
の
予
測
結
果

と
し
て
次
の
諸
点
が
紹
介
さ
れ
た
。
 

①
　
穀
物
の
消
費
量
は
、
2
0
1
8
年
ま
で

の
12
年
間
で
５
億
ト
ン
増
加
し
26
億
ト
ン

に
達
す
る
。
小
麦
お
よ
び
コ
メ
の
消
費
量

は
、
主
に
食
用
需
要
の
伸
び
に
よ
り
増
加

し
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
消
費
量
は
、
主
に

飼
料
用
と
バ
イ
オ
燃
料
原
料
用
の
需
要
の

伸
び
に
よ
り
増
加
。
 

②
　
各
品
目
と
も
消
費
の
伸
び
に
生
産
が
追

い
つ
か
ず
、
期
末
在
庫
量（
率
）
は
低
下
。
 

③
　
穀
物
価
格
は
2
0
0
6
年
に
比
べ
名
目

で
34
〜
46
％
、
実
質
で
7
〜
17
％
上
昇
。
 

④
　
穀
物
つ
い
て
、
輸
出
入
の
偏
在
化
の
傾

向
は
引
き
続
き
拡
大
し
、
地
域
別
で
は
、

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
東
で
消
費
の
伸

び
に
追
い
つ
か
ず
、
純
輸
入
量
が
拡
大
す

る
一
方
、
欧
州
、
南
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
が

純
輸
出
量
を
増
加
さ
せ
、
北
米
の
純
輸
出

量
は
減
少
傾
向
と
な
る
。
ま
た
、
中
南
米

は
純
輸
入
地
域
か
ら
純
輸
出
地
域
へ
転
換

す
る
。
 

⑤
　
肉
類
の
消
費
量
は
、
年
間
１
人
当
た
り

消
費
量
の
伸
び
か
ら
増
加
。
価
格
も
名
目

で
31
〜
41
％
、
実
質
で
5
〜
13
％
上
昇
す

る
見
通
し
。
 

　
最
後
に
、
F
A
O
―

O
E
C
D
や
Ｕ
Ｓ
Ａ

Ｄ
と
は
異
な
る
予
測
結
果
の
特
徴
が
幾
つ
か

紹
介
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
地
域
の
所

得
増
加
に
伴
う
食
肉
需
要
の
増
加
に
よ
り
、

ア
ジ
ア
の
肉
類
の
純
輸
入
量
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

―

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
予
測
に
比
べ
て
大
き
く
増
加
す

る
と
の
予
測
結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
米

国
の
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
向
け
需
要
の
増

加
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
に
与
え
る
影
響
が

外
生
値
と
し
て
食
料
需
給
モ
デ
ル
に
反
映
さ

れ
、
米
国
の
バ
イ
オ
・
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
量

を
2
0
1
8
年
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
・
安
全

保
障
法
で
目
標
と
す
る
1
5
0
億
ガ
ロ
ン
に

設
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
北
米
地
域
（
主
に

米
国
）
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
純
輸
出
量
は
、

U
S
D
A
の
予
測
に
比
べ
、
減
少
す
る
と
の

予
測
結
果
が
得
ら
れ
た
。
 

 　
韓
国
の
金
研
究
員
か
ら
、
近
年
の
国
際
食

料
価
格
の
高
騰
が
韓
国
に
与
え
る
影
響
に
関

し
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
２

０
０
７
年
の
韓
国
穀
物
自
給
率
は
コ
メ
で
95

・
5
%
と
高
い
も
の
の
、
大
豆
で
は
9
・
8
%
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
0
・
7
％
や
小
麦
で
は
0
・

2
％
で
あ
る
た
め
、
穀
物
全
体
で
は
26
・
2
%

と
い
う
低
水
準
で
あ
り
、
国
際
穀
物
価
格
の

高
騰
の
国
内
へ
の
影
響
は
こ
れ
を
反
映
し
て
、

２
０
０
７
年
1
月
と
２
０
０
８
年
1
月
の
比

で
、
配
合
飼
料
が
78
・
1
%
、ス
タ
ー
チ
が
43
・

5
%
、小
麦
粉
が
64
%
、植
物
油
が
20
・
1
％

の
価
格
の
高
騰
を
招
い
た
。
し
か
し
、
物
価
指

数
に
占
め
る
食
料
品
の
比
重
が
低
い
た
め
、

物
価
指
数
全
体
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
か
っ

た
。
た
だ
し
、
穀
物
加
工
品
の
主
た
る
購
入

者
で
あ
る
低
所
得
者
層
へ
の
影
響
が
生
じ
て

い
る
こ
と
、
更
に
は
輸
入
穀
物
か
ら
作
ら
れ

る
飼
料
に
依
存
す
る
畜
産
業
の
収
益
性
が
悪

化
し
て
い
る
と
い
っ
た
影
響
も
生
じ
て
お
り
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
適
切
な
施
策
が
必
要
と
の

認
識
を
示
し
た
。
 

 　
最
後
に
、
穀
物
価
格
の
高
騰
へ
の
対
応
と

し
て
、
韓
国
で
は
世
界
の
穀
物
需
給
状
況
を

把
握
す
る
早
期
警
戒
シ
ス
テ
ム
を
２
０
０
８

年
よ
り
設
立
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。
 

　
中
国
の
王
研
究
員
よ
り
、
中
国
国
内
で
生

じ
た
豚
肉
価
格
の
高
騰
を
め
ぐ
る
様
々
な
背

景
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
2
0
0
7
年
に

豚
肉
価
格
が
３
割
ほ
ど
上
昇
し
た
も
の
で
、

食
肉
消
費
量
の
６
割
を
占
め
る
豚
肉
価
格
の

急
騰
は
中
国
の
消
費
者
物
価
の
高
騰
の
要
因

と
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
豚
肉
生
産
の
収

益
の
停
滞
、
飼
料
価
格
の
高
騰
、
工
業
化
や
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都
市
化
の
進
展
に
よ
る
労
働
力
の
農
村
か
ら

の
移
動
に
よ
り
小
規
模
豚
肉
生
産
農
家
が
撤

退
し
た
一
方
、
大
規
模
の
生
産
に
よ
る
供
給

が
そ
の
不
足
分
を
埋
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
。
将
来
的
に
、
中
国
で
は
豚
肉
を
は

じ
め
と
す
る
食
肉
の
消
費
は
、
都
市
化
の
進

展
や
低
水
準
に
あ
る
農
村
部
を
考
慮
す
る
と

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
供

給
面
で
は
家
畜
伝
染
病
の
影
響
が
長
期
間
継

続
す
る
こ
と
、
飼
料
、
特
に
飼
料
穀
物
の
生

産
不
足
や
輸
入
依
存
の
飼
料
タ
ン
パ
ク
源
の

不
足
な
ど
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
畜
産
部
門
に

対
す
る
環
境
面
で
の
制
約
、
技
術
開
発
や
普

及
制
度
の
脆
弱
さ
、
畜
産
経
営
の
小
規
模
で

経
営
力
の
未
熟
さ
な
ど
将
来
の
供
給
増
加
へ

の
制
約
要
因
は
多
い
。
 

　
最
後
に
将
来
の
展
望
と
中
国
政
府
の
意
向

に
関
し
て
、
今
回
の
価
格
高
騰
は
短
期
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
、
市
場
の
騒
乱
に
伴
い
小

規
模
生
産
農
家
の
撤
退
と
大
規
模
生
産
者
の

参
入
が
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
不

足
ぎ
み
の
飼
料
も
（
大
豆
な
ど
の
タ
ン
パ
ク

源
は
今
後
と
も
輸
入
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な

い
も
の
の
）
今
後
は
国
内
の
諸
資
源
を
利
用

し
て
対
応
す
る
こ
と
、
政
府
も
従
来
あ
ま
り

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
食
肉
生
産
振
興
策
を
講

じ
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
結
果
、
今
後
と
も
中
国
国
内
の
食

肉
需
要
は
基
本
的
に
国
内
供
給
で
ま
か
な
う

方
針
で
あ
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。
 

 

議
題
2
に
関
す
る
パ
ネ
ル
討
議
 

　
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、
次
の
よ
う
な
質
疑
応

答
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
 

①
　
モ
デ
ル
に
よ
る
需
給
予
測
に
対
し
て
は
、

そ
の
結
果
や
技
術
的
な
側
面
に
対
し
て
次

の
よ
う
な
質
問
が
提
起
さ
れ
た
。
 

●
最
近
の
原
油
価
格
の
弱
含
み
も
あ
り
、
米

国
で
の
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
取
組
は
低
迷
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
需
給
予
測
に
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
く
の
か
と
の
質
問
が
提

起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
食
料

需
給
見
通
し
は
原
油
価
格
急
落
前
の
昨
秋

（
2
0
0
8
年
）
に
予
測
し
た
結
果
で
あ

り
、
米
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
・
安
全
保

障
法
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来
の
エ
タ

ノ
ー
ル
需
要
量
を
目
標
値
と
し
て
外
生
値

に
反
映
さ
せ
て
い
る
た
め
、
最
近
の
原
油

価
格
の
低
迷
や
バ
イ
オ
燃
料
を
め
ぐ
る
情

勢
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
由
来
の
エ
タ
ノ
ー
ル
需
要
の

減
少
も
考
慮
し
、
バ
イ
オ
燃
料
の
内
生
化

も
考
え
た
い
と
の
回
答
が
行
わ
れ
た
。
 

●
将
来
予
測
の
ア
フ
リ
カ
の
小
麦
輸
入
量
が

や
や
大
き
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

指
摘
に
対
し
て
、
こ
れ
は
現
状
の
ア
フ
リ

カ
の
穀
物
の
需
給
の
傾
向
か
ら
予
測
さ
れ
、

小
麦
お
よ
び
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
の

消
費
量
は
2
0
1
8
年
で
ほ
ぼ
同
じ
水
準

と
な
り
、
小
麦
の
生
産
量
の
伸
び
が
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
に
比
べ
低
い
た
め
、
輸
入
が
急

増
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
と
の
見
解
が

示
さ
れ
た
。
 

●
コ
メ
の
単
粒
種
、
長
粒
種
と
い
っ
て
品
種

の
違
い
を
ど
の
程
度
ま
で
反
映
さ
せ
た
の

か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
今
回
の
食
料

需
給
見
通
し
で
は
コ
メ
は
一
つ
の
品
目
と

し
て
扱
っ
て
お
り
、
品
種
ご
と
の
デ
ー
タ

の
限
界
等
が
あ
る
も
の
の
、
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
回
答
が
行
わ
れ
た
。
 

●
政
策
シ
ナ
リ
オ
を
入
れ
た
分
析
の
有
無
に

つ
き
質
問
が
な
さ
れ
た
が
、
シ
ナ
リ
オ
分

析
は
来
年
度
以
降
に
実
施
す
る
こ
と
で
検

討
し
て
い
る
と
の
回
答
が
な
さ
れ
た
。
 

●
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
輸
出
の
将
来
予
測
の

5
0
0
万
ト
ン
と
い
う
の
は
過
大
と
の
指

摘
が
な
さ
れ
た
が
、
北
米
地
域
の
生
産
量

は
単
収
の
傾
向
が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
、
2
0
0
6
年
の
7
0
0

万
ト
ン
か
ら
2
0
1
8
年
の
1，
0
0
0

万
ト
ン
に
増
加
し
、
北
米
地
域
は
輸
出
余

力
を
も
ち
ア
ジ
ア
地
域
と
共
に
輸
出
地
域

と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
と
の
回
答
が

行
わ
れ
た
。
 

②
　
韓
国
の
食
料
安
全
保
障
に
対
す
る
危
機

感
が
、
日
本
ほ
ど
高
く
な
い
と
の
指
摘
が

行
わ
れ
た
の
に
対
し
、
韓
国
政
府
は
現
在

国
内
生
産
が
限
り
な
く
低
水
準
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
小
麦
の
自
給
率
を
10
%
程
度
に

ま
で
向
上
さ
せ
る
目
標
を
持
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
海
外
で
の
食
料
生
産
を
拡
充

す
る
な
ど
の
試
み
も
あ
り
、
そ
れ
な
り
の

意
識
は
有
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
 

③
　
中
国
の
１
人
当
た
り
の
肉
消
費
量
は
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
統
計
に
よ
る
と
2
0
0
3
年
で

55
㎏
と
、
日
本
の
45
㎏
を
越
え
て
い
る
よ

う
に
、
既
に
中
国
の
食
肉
消
費
は
か
な
り

の
水
準
に
達
し
て
い
て
、
今
後
は
あ
ま
り

増
加
し
て
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

２
０
２
０
年
に
は
60
㎏
程
度
に
達
す
る
と

い
う
緩
や
か
な
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
、

中
国
の
食
肉
消
費
は
都
市
へ
の
人
口
集
中

化
や
人
口
増
加
に
よ
り
今
後
と
も
増
加
し

て
い
く
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
 

④
　
中
国
の
政
治
家
は
、
中
国
が
今
後
と
も
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国
内
の
需
要
は
国
内
供
給
で
ま
か
な
う
と

発
言
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の

加
入
で
発
生
し
た
国
際
的
な
輸
入
の
義
務

も
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
両
者
を
ど
の
よ

う
に
調
整
し
て
い
く
の
か
と
い
う
質
問
に

対
し
て
は
、
中
国
と
し
て
は
飼
料
も
食
肉

も
国
内
で
可
能
な
限
り
供
給
し
て
い
く
所

存
と
の
返
答
が
あ
っ
た
。
 

 　
最
後
に
政
策
研
の
齊
藤
所
長
は
、
今
後
と

も
日
中
韓
の
3
カ
国
の
研
究
機
関
に
よ
る
交

流
を
活
発
に
行
っ
て
い
く
と
の
意
向
を
表
明

し
、
第
６
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
閉
会
し
た
。
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場所：農林水産政策研究所セミナー室 

10:00-10:30　開催挨拶 
　　世翼（Se Ik OH 韓国農村経済研究院長） 
　秦　富（Fu QIN 中国農業科学院農業経済発展研究所長） 
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　　　　　　　中村敏郎（PRIMAFF） 

15:00-16:30　議題２の報告：「国際農産物需給状況」 
　司会：　世翼院長（韓国） 
　「2018年における世界の食料需給見通し」 
　　古橋元（PRIMAFF） 
　「国際的な穀物価格の高騰が韓国に与える影響」 
　　金台勳（KREI） 
　「肉製品の価格上昇が中国の食料安全保障に及ぼす影響」 
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17:00-18:00　議題２のパネル討議 
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　　　　　　　崔志弦（KREI）　 
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